
 
 

特定㠀営利活動法人エフエムわぃわぃ 

Nonprofit Organization FMYY(En) 

Organización sin fines de lucro FMYY(Es) 

Tổ chức NPO FMYY(Vt) 

 

特定㠀営利活動法人エフエムわいわい 2018年度事業報告書 

 

◆⥲括 

1995 年の㟈災から始まった「コミュニティの必せに応じ、コミュニティの人々から発信」とし

て生まれた「FM わぃわぃ」(以後 FMYY)の求めるところは、世⣖が変わり、年号がいかに変わろう

とゆるがない。もちろんその形態は以下の年⾲をみても、社会変化といろんな方々の参加と⠜い

教示や示唆、知恵や情報の共有の中で変容し、ラジオ㟁波からインターネット㓄信へ、そして放

㏦から㏻信というインターネットサイトとしての新しい形態をとることとなった。 

೧月ೖ 事ে きっかけ・ద 

1995 ೧ 1 月 17 ೖ 「阪ਈ・࿑ਔ災」災！ ਕ々はஎり合いの安൳を一൬にஎりたかった。 

1995 ೧ 1 月 30 ೖ 「FM ヨボセヨ」๎ૻ開始。 

「FM ユーメン」๎ૻ開始。 

「FM ヨボセヨ」と 

「FM ユーメン」が༧合 

市メディア「FM わぃわぃ」 

๎ૻ開始。 

在ೖコリアンの間をૠすためのツール。 

1995 ೧ 4 月 16 ೖ より安な環境のਕ々への気づき。 

1995 ೧ 7 月 17 ೖ අ災ஏでのまちづくりにචགྷな旧・興のまち

づくりのためのๅ共༙・எ恵の共༙の交換、

ଆ、たな言などを求めて、「まちづくり」のච

གྷなਕ・モノ・எ恵・金のླྀ௪のとして活ಊ。 

1996 ೧ 1 月 17 ೖ ుഀ管ཀྵ局からの໖許取ಚ「株式会社エフ

エムわいわい」として๎ૻ開始。 

1 ೧の海ଓ๎ૻは広くめられ、අ災ஏでの旧 

・興のๅ共༙ツールのචགྷをஎらしめた。 

1998 ೧ 1 月 17 ೖ ジェームスർ嘉さんのਜྙによりインター

ネットでのഓ৶も開始。ుഀだけでなく

Stream、YYTV などଡ༹なഖର活༽。 

時େは ITC へ。ೖຌでの FMYY の活ಊを広くஎ

らせることが可なツールとしてされた๏に

よるસ支援でインターネット๎ૻも開始。 

2010 ೧ 7 月 3 ೖ ಝఈඉ営ཤ活ಊ๑ਕ格取ಚのためのઅཱི૱

会。 

２００８೧９月の欧州議会で「コミュニティメデ

ィアをౕ化すべし」とする決議がなされた。決

議ชには「社会がଡ༹化していくでは異ช化間

のଲは、持କ可な社会づくりには欠かせな

い。社会ののなきに耳を傾け、そのをし

っかり社会にൕ映させていくことをコミュニティ

メディアは可にする」と記されている。15 ೧

にోる FMYY の活ಊを NPO ๑ਕとして外国や

いろんな違いのある間と社会に参画ରの形ସ

をとりたいと考え、この๑ਕ格取ಚ 
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2011 ೧ 2 月 7 ೖ ಝఈඉ営ཤ活ಊ๑ਕとしての๑ਕ格取ಚ。 ๑ਕ格は取ಚしたが、ଠの NPO ๑ਕではটさ

れている外国のཀྵ事が、メディアは可。 

2016 ೧ 1 月 17 ೖ 国の໖許ศ還をཀྵ事会からのおஎらせとし

て৶。 

๎ૻ๑の改ਜ਼による๑ద・経済దෝ୴ଁは、の

根レベルで実施してきたਜ਼式開局 20 ೧(海ଓ๎ૻ

を含めると 21 ೧)のそのາཔを༩することので

きないয়況になった。また時େにଊしたたなഓ

৶形ସが一ൢॺにも手にく時େになったこと

もあり、運営ରも一した「みんなで支えるコ

ミュニティメディア」としてのಕをમんだ。 

2016 ೧ 3 月 31 ೖ 5 ೧໖許更のটを受けたが、3 月をも

ってラジオుഀを終྅。໖許ศ還。 

作業෨会としての会議をそれまでの間、たな

間との会議を開催。たくさんの会員会議での

し合いで、解散は൳決。ଚ在はචགྷとされ、みん

なで支える完સボランティアରとして再ड़。 

2016 ೧ 4 月 17 ೖ インターネットメディア「FM わぃわぃ」ഓ

৶開始。 

暫ఈదなとの「ワンコイン൬ૌ」と WMIBA

（WorldMusicInternetBroadcastingAssociation）

の音楽ഓ৶。(WMIBA から 400 曲楽曲供) 

2016 ೧ 7 月 17 ೖ ൬ૌ形式をとっての Stream ഓ৶開始。 覚ॽを交わした൬ૌのഓ৶開始。 

2018 ೧ 3 月 17 ೖ ਫ਼๎ૻ൬ૌを YouTube ഓ৶開始。 

 

ICT のますますのร化ので、継କのための、よ

り市らしい形ସを求めて。 

2019 ೧ 3 月 31 ೖ サイマル๎ૻでのഓ৶終྅ 以ラジオ時େに活༽していた Podcast の再活༽ 

2019 ೧ 6 月 30 ೖ リスンラジオഓ৶の終྅ WEB 形式のインターネットメディアとなる。 

   
インターネットを活用したコミュニティメディア FMYY という「発信の場」として次のタームの

1年目が⤒㐣した。2019年 7 月 1日からは、12時から 20時までのプレイリストによる番⤌㓄信

というものはなくなる。完全なインターネットメディアとしての一歩が始まる。 

 2018 年の⥲会後の番⤌制作にかかわる Crewたちとのヰし合いは、『ラジオのように、テレビの

ように FMYY をクリックしたら番⤌が⮬動的に流れるという媒体ではなくなる』ということの理

ゎの時㛫となった。それは「番⤌」制作にかかわる Crew にとっての大きな不安であったといえ

る。しかしながら、インターネットの㐍化は㦫くべきものがあり、その活用方法は、ほんの 1年

前とは㞼泥の差である。昔ラジオ時代に使っていた Podcast が、より手㍍に一⯡的なアーカイブ

の格⣡の場所として活用できる時代になっていたことはタイミングとして幸いした。 

それぞれの番⤌の人々にとり、番⤌が FMYYのサイトに掲㍕されると⮬動的にそのことが⮬分の

アジア女性⮬❧プロジ

ェクトの番⤌収㘓㢼景 

ゆうかりに乾杯と

FMYYの共催 BBQ 

 

「1.17KOBEに灯りを in

ながた」会場実況中⥅ 

 

Latin-aのライブ㓄

信㢼景 

 

ラテンの母ㄒ教室の子

どもと交流キッズ番⤌ 
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携帯、➃末などに知らせされ、また YouTubeも同じく、チャンネル登㘓をするだけで、⮬動的に

㓄信のお知らせが来る。番⤌のアドレスを QRコードに⨨き換えると、コードをカメラに写すだけ

でその番⤌に⡆単にアクセスできる時代になった。このことはㄡもが⡆単に番⤌を制作し、サイ

トを作り、発信する、ということが可⬟になったともゝえる。 

では FMYYの存在意⩏とはなになのか㸽 

現在番⤌制作に携わる日本ㄒ番⤌の Crewたちは、たかとりコミュニティセンター(TCC)にある

FMYYに来て、そこに㞟う様々な人々(主にラテンとベトナムの人々そして地域の人々)と交流し、

いろんな✵気を感じながら FMYY のスタジオで制作することに大きな意⩏を感じている。そのこと

は月 1 回の CrewMTGでの意ぢ交換の中で、実感できた。FMYYは㓄信する(onAIR)場ではあるが、

ここに㞟う、そしていろんな人々と出会う、いろんな㐪いを知る、新たなつながりが生まれる、

発ぢが生み出されるという「まちづくり」の場㸦offAIR㸧としての役目も同時に果たしていると

感じた 1年であった。 

また外国ㄒ番⤌の Crewでいえば FMYYを⦪横に活用している「Latin-a」への多数のアクセス、

それに㏣㝶するベトナムㄒ番⤌も、㛗田を中心とする新渡日のベトナム人たちにとっての情報サ

イトとして大きな役割が生まれつつあるのは、インターネットだからこその数字でわかる。 

En el a÷o 2000 inicie mi conducciùn en el programa radial Latín-a, una bonita xperiencia 

que me ha ayudado a desarrollarme y poder ayudar a mi comunidad brindándole 

informaciùn necesaria para desarrollarse y sacar adelante a sus hijos. Es muy 

emocionante ver cùmo en estos casi 20 a÷os hemos ido ganando el cari÷o y la confianza 

de nuestra comunidad que cada semana espera nuestras transmisiones.Muchas gracias a 

todas las personas que día a día se esfuerzan para que FM YY pueda brindar informaciùn a 

mi comunidad, espero que juntos podamos seguir adelante.  

2000 年に⚾はこのラジオ番⤌のパーソナリティになりました。この番⤌は、⚾⮬㌟のラテンの

コミュニティ社会と子供たちを成㛗させ発展させるのに必せな情報を提供しています。そしてそ

れはラテンコミュニティを助け、この国での⮬❧の㐨とすることができました。 

⚾たちが 20年㏆く毎㐌水曜日の放㏦を⥆けてきたことで、この番⤌を待っているコミュニティ

の愛と⮬信を獲得してきたことをぢるのはとてもエキサイティングです。 

FMYY が⚾のコミュニティに情報を提供できるよう、あらゆる努力を惜しみなく与えてくれたす

べての人々に感ㅰします。一⥴に⚾たちが前㐍できることを㢪っています。 

ひょうごラテンコミュニティ代⾲ ロクサナ・A・オシロ㸦そして 2016 年から FMYY の理事㸧 

൬ૌ໌ Latin-a 

൬ૌ֕གྷ ೖຌにらすスペイン語圏ेがචགྷとするๅを、ुごとに৶。医学や࿓ແなど、各の家
がリスナーの疑にえるコーナーなどもある。 

৶कର 「ひょうごラテンコミュニティ」 在ೖೈธ系スペイン語圏（ペルー）ेをଲেとした自ঁコミュ
ニティ。ペルー૱事館（ペルーはೈธ系ेの਼としては、ブラジルに次いで 2 位）より在ೖຌペルーਕの
自ঁ活ಊૌ৭として৶བも厚く、移ಊ事館もひょうごラテンコミュニティの活ಊ拠఼にて開催されている。 

アクセス਼ 2019 ೧ 5 ݆ 1 ೖਫ਼๎ૻ 22.916 回 ൬ૌࡠ開࢟೧݆ ഓ৶ೖ（ޮ開ޛ
アーカイブ化） 

フリーマガジン 
૮૯ 

൬ૌ視：2019 ೧ 5 月 1 ೖ 4.297 視、7.701 シェア 

参考：ೖຌ在ेラテン系ਕ口 75.000 ਕ 

2000/10/4 ຘुਭ༷ 19 時
から 20 時 

ຘ月 12000 ෨ 

時 



4 
 

൬ૌ໌ ेみやすいೖຌをるためのๅ৶൬ૌ HÃY AN NHIÊN MÀ S�ቸN（旧：災害へのඍえ） 

൬ૌ֕གྷ ೖຌにらすベトナムਕがචགྷとするๅについて、月りでテーマを絞り、ベトナム語でഓ৶して
いる。（ྭ：2019 ೧ 5 月は「しい在ཻ資格:ಝఈ技」がテーマ） 

৶कର 「ベトナムໂ KOBE」在ೖベトナムਕをଲেとした自ঁコミュニティ。ਐの NGO ベトナム in KOBE
と合わせると 18 ೧間活ಊをକけている。 

アクセス਼ 2019 ೧ 4 ݆ 157 回 ൬ૌࡠ開࢟
೧݆ 

ഓ৶ೖ（ޮ開ޛアー
カイブ化） 

ニュースレター 
૮૯ 

൬ૌ再ਫ਼回਼：ྩ計 6062hit。2019 ೧ 5 月までで 19 回
ഓ৶。（参考：ਈ戸市ベトナムਕ਼ 7,186） 

2017/10/7 

 

 1・2 ౖ༷ೖ
17:00 から 17:30 

ຘ月 500 冊 

時 

൬ૌ໌ あんしんつうしん 

൬ૌ֕གྷ ೖຌにらす外国ਕ（ಝにঃ）に向け、月りでテーマを絞り、やさしいにほん語、英語、タガロ
グ語でഓ৶している。（ྭ：2019 ೧ 4 月は「改ఈ管๑・ゴールデンウィーク」がテーマ） 

৶कର 「ಝఈඉ営ཤ活ಊ๑ਕアジアঃ自ཱིプロジェクト」国಼外わずアジアঃのエンパワメントに取り
ૌむର。ೖຌにらす外国ਕに向けては、主にঃに向けメールマガジンを使ったਫ਼活ๅ৶やు
૮૯口などを行っている。 

アクセス਼ 2019 ೧ 4 ݆ 125 回 ൬ૌࡠ開࢟
೧݆ 

ഓ৶ೖ（ޮ開ޛアー
カイブ化） 

ニュースレター 
૮૯ 

൬ૌ再ਫ਼回਼：ྩ計 1692hit。2019 ೧ 5 月まで 10 回 2018/7/7 

 

 1・2 ౖ༷ೖ
17:30 から 17:45 

ຘ月 500 冊 

時 

 

また㐪ったど点として神戸市のプロジェクト『神戸ソーシャルブリッジ』から FMYYの検ドのた

めに来てもらったプロボノ㸦仕事や社会⤒㦂で培われたㄢ㢟ゎ決の⪃え方やど点を生かし、NPO・

地域団体の㐠営基盤を応援するボランティア㸧のチームから、FMYYの社会的存在意⩏は㠀常に㧗

いことは理ゎできたが、「知っている人は知っている㠀常にコアな団体」であり、一⯡的には何が

したいのかが捉えにくく、研✲書物などはたくさんあるのでㄞみ㎸む、サイトをかなり深く掘り

下げるか、あるいは現場に来て共に活動する時㛫を持たなければ理ゎしがたい団体だという指摘

をいただいたことも、今後の「ぢせ方」並びに「会員の広がり」につながることとなった。 

市民が支える「場」の⥅⥆⥔持は、なかなかに困㞴であることに変わりはないが、今の日本社

会のみならず、世界的✵気感を⪃えると、世の中に掉さす、あらがう、これからの社会をよりⰋ

くするためには、気づいたものからの発信は、ますます必せになっているともいえる。 

また、㜰神・淡㊰大㟈災以来、「たかとり」で培ったこうしたコミュニティ活動は、国境を㉺え

てインドネシア、タイ、アフリカなどで同じくコミュニティ活動に取り⤌む仲㛫㐩に共有され、

人のつながりはボーダーレスに発展し、地域コミュニティが抱える問㢟も国境を㉺えて、様々な

㛵係⪅が一⥴にゎ決していく必せ性が増している。相互の学び合いと協働が互いの地域社会をよ

りよいものにしていくことは、インターネット時代の今、ますます必せなこととなっている。 

 

Ⅰ事業 

(1)多文化共生のまちづくりに㈨するコミュニティメディア事業 

ア㸧発信 

FMYY の番⤌㓄信は、ストリーミング㓄信が 2 ⣔⤫を㡰次⤊了。㸦サイマル放㏦、リッスンラジオ㸧、FMYY
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ホームページの㡢源掲㍕㸦オンデマンド㓄信㸧、と㐃携した Podcast、YouTubeを使った動画中⥅。 

① 番⤌の㓄信形態について 

●サイマル放㏦㸸地上波時代と同様の方式。 

●リッスンラジオ㸦リスラジ㸧㸸株式会社ディーピーエヌが提供するサービス。主に国内向けに㓄信。 

●FMYY ホームページの㡢源掲㍕㸸ストリーミング㓄信と同時に、または何回か分まとめて、FMYY のホーム

ページに掲㍕。 

●Podcast でのアーカイブ化㸸FMYY ホームページの㡢源掲㍕に㐃動してアップ。 

●YouTubeLive㸸山中研✲室から提供を受けたメディア機器を使って、2018 年 3月 17 日から㛤始。 

②㓄信システム全⯡について 

●同時㘓㡢システム㸸本スタジオで生㘓をする土曜日と水曜日のみ同㘓用パソコンで⮬動㘓㡢。日曜以㝆

の㓄信プレイリストで㓄信。 

●土曜日以外のストリーミング㓄信㸸土曜夜に日曜から㔠曜日までのプレイリストを作成。㓄信時㛫は 11

時 55 分から夜の 8時 10分。 

●ど⫈数の⤫ィ㸸現在、サイマル放㏦と FMYYホームページ掲㍕㡢源のど⫈⤫ィを㞟ィ。 

●FMYY ストリーミング㓄信モニター㸸㛗田神社前商店⾤とアスタくにづかコミュニティハウス。 

 

③㓄信番⤌ 

【タイムテーブル 2018年 10月㹼】 
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  ④多様性の発信イベント 

日時 名⛠ 参加形態 

4/29 ➨ 14㛗田の園㐟会 ⰼ水木まつり 実⾜委員会委員参加 

7/17・18 夏㉺ゆかた祭 ゆかたでナイト 2018 実⾜委員会委員参加 

8/4・5 大国公園なつまつり 地域団体として屋台並びに㡢㡪担当 

10/14 ➨ 15回㍤け㸟㞟まれ㸟ながたっ子祭 実⾜委員会委員参加 

11/11 ➨ 24回一七市拡大版 2017 『あの日に思いやり

の心』を忘れぬために㹼改めて災害に備える心㹼 

実⾜委員会委員参加 

 

1/17 ➨ 20回 1.17KOBE に灯りを inながた 実⾜委員会委員参加 

⁂それぞれ祭の企画から実⾜委員として参加し、地域における多様性㢧在化の提案、㜰神・淡㊰大㟈災から

の市民の活動が✚み㔜ねてきた知恵の⥅承を提案する機会としている。 

 

(2)災害に対する㜵災・減災事業 

ア)海外事業 

①インドネシアでの災害ラジオを活用した地域㜵災力強化 

 

インドネシアのコミュニティラジ

オ㛵係⪅と FMピパウシゼ問 

 

インドネシアのロンボク島地㟈の

⿕災地の災害ラジオ局 

 

AMARC Asia Pacific カンファレンスの㞟合

写真 

  

日本と同じように災害が多く、かつコミュニティラジオ局が全土に広がるインドネシアの現地のコミュ

ニティラジオ㛵係⪅㸦インドネシアコミュニティラジオ協会など㸧と 2006 年以来、FMわぃわぃは互いの

⤒㦂と知㆑の共有を⥆けている。2016 年 3月末に⤊了した JICAⲡの根技⾡協力事業「」に引き⥆き、

2017年 7月からスタートした JICA ⲡの根技⾡協力事業フェーズ㸰「官民協働によるコミュニティラジオ

を活用した㜵災力強化事業」㸦事業期㛫㸸2017年 7月から 2021 年 7月まで㸧に、インドネシア・コミュニ

ティラジオ協会内に FMわぃわぃの現地拠点を⨨いて、現地パートナー㸦インドネシア・コミュニティラジ

オ協会、アトマジャヤ大学ジョグジャカルタ校、コンバイン・リソース・インスティテューション㸧と協

働で取り⤌んだ。 

 㜰神淡㊰大㟈災以来の⤒㦂を生かして、インドネシアの四地域㸦東ジャワ、中㒊ジャワ、北スマトラ、

バリ㸧で災害ラジオを活用した地域㜵災力の向上に取り⤌み、災害ラジオの制度化を推し㐍めている。

2018年度の特➹すべきことは、これまでの活動が後㏣いする形で、情報㏻信省の省令によりインドネシア

で初めてとなる省令に基づく⮫時災害ラジオ局の㛤タがスラウェシ島地㟈・津波㸦2018 年 9 月末発生㸧の

⿕災地でチ可され、情報㏻信大⮧が「⮫時災害ラジオ局の㛤タはスラウェシ島地㟈・津波の⿕災地にとど

まらず、いかなる災害にも必せがあれば㐺応する」と⾲明したことである。これは、日本に次いで世界で

二番目のことである。 

 また、この⮫時災害ラジオ局の制度化を受けて、2019 年 1 月にインドネシア・コミュニティラジオ協会

代⾲ら現地パートナー団体から三名を日本に招⪸し、厚真町災害エフエム、FMピパウシ、エフエム和歌山、
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NHK、⥲務省㏆畿⥲合㏻信局などをゼ問するとともに、㜰神淡㊰大㟈災㏣悼⾜事に参加した。 

 

② インドネシアの災害⿕災地での災害エフエム㛤タによる救援活動 

 2018 年 6 月に ジャパンプラットフォームの助成ステータスを再取得し、ジャパンプラットフォーム事

業として、2018年 7月末にインドネシア・ロンボク島で発生した地㟈で大きな⿕害を受けた北ロンボク県

に、インドネシア・コミュニティラジオ協会と協働でラジオ局㸦災害ラジオ局/コミュニティラジオ局㸧一

局を㛤タし、トレーニングを受けた地元⾜政⫋員と住民㐩の手で⿕災⪅が必せとする災害情報、生活再建

を伝える体制を整えた。Panasonic の現地法人と協力して、947台のラジオ受信機を⿕災⪅に㓄布し、⿕災

⪅が㎿㏿に災害情報を受け取れるようになった。 

 また、同じくジャパンプラットフォーム事業として、2018 年 9月末にインドネシア・ロンボク島で発生

した地㟈・津波の⿕災地でも BHNテレコム支援協㆟会、インドネシア・コミュニティラジオ協会と協働で

災害ラジオ局の㛤タ支援に 2019年 2月から取り⤌んだ。事業⤊了は 2019 年 5月。 

 

③ 世界コミュニティラジオ放㏦㐃盟アジア太平洋地域㸦AMARC Asia Pacific㸧との㐃帯 

AMARC の会員として、FMわぃわぃの⤒㦂を共有することに努め、2018 年 11 月にインドネシア・ジョグ

ジャカルタで㛤催された➨㸲回 AMARC Asia Pacific カンファレンスの協力団体として、カンファレンスの

準備、㛤催に尽力した。カンファレンスはアジア太平洋地域を中心に 11カ国 238名のコミュニティラジオ

㛵係⪅、研✲⪅、援助機㛵、政府㛵係⪅が参加し、そのうち日本から 12名の参加が実現し、テーマ別の全

体セッション、ワークショップ、日本とインドネシアの二国㛫ミーティングなど、活発に活動を展㛤し

た。FM わぃわぃからは四名㸦㔠千⛅、橋爪明日㤶、中川崇、日比㔝⣧一㸧が参加した。㱟㇂大学政⟇学㒊

教授の松浦さと子さん㸦FMYY正会員㸧のサポートで、AMARC Asia Pacific カンファレンスを㍈としたコミ

ュニティラジオをテーマにした映像㸦日本ㄒ版とⱥㄒ版㸧は橋爪明日㤶理事の手で制作された。 

また、カンファレンス最⤊日の⥲会で、日比㔝⣧一理事が AMARC Asia Pacific の㈈務担当理事に再㑅さ

れた。 

 

イ) 国内事業 

①危機⟶理室との㐃携 

神戸市危機⟶理室とのぬ書⥾⤖により、2017 年 4 月より FMYY のスタジオ内に神戸市㜵災⾜政無⥺の割

㎸⨨がタ⨨され、FMYY のストリーミング放㏦に割㎸み。㜵災⾜政無⥺の放㏦内容は、⥭急地㟈情報、津

波㆙報などの⮬然災害に加え、国民保ㆤ事態に分㢮される、ゲリラ攻撃、ミサイル攻撃などの情報も含ま

れる。また、17日夕方 5時からテスト放㏦が毎月⾜われ、これも FMYYのストリーミング㓄信中に流れる

ようになっている。今後のストリーミング放㏦の⤊了に伴い、「⾜政から流れる情報へ、外国人がアクセス

する」という思⪃から、すでに多くのリスナーを持つ定住外国人コミュニティの番⤌⥅⥆支援の方がいか

に㔜せであるかを理ゎしてもらうためのヰし合いを⾜った。しかしながらなかなか㞴しい㐨である。 

ウ) 国内外共㏻事業 

① BHN テレコム協㆟会ならびにエフエム和歌山との㜵災㐃携 

 災害ラジオ局の⤒㦂を有する BHN テレコム協㆟会、エフエム和歌山と災害時に備えた㐃携体制の構⠏に

努め、2018 年 9月㸦東京㸧、2018 年 11月㸦ジョグジャカルタ㸧、2019年 1 月㸦神戸と和歌山㸧にネットワ

ーク会合を㛤催した。特に南海トラフに備え、FMYY が保有する㏦信機一台を FM和歌山に無償㈚与し、⮫

時災害放㏦局用の機材として活用することになった。 

②宮城県気仙沼復⯆住宅ゼ問 

 2018 年 4 月 16 日・17日・18 日 
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③大㜰北㒊地㟈の現地ㄪ査 

2018 年 7月 11日 ⟪㠃 FM・Ⲉ木ならびに枚方、㧗槻の㑊㞴所ゼ問 

④東北・熊本地㟈への支援 

 2018 年 12 月 8日・9日・10日 全国⿕災地ㄒり㒊国㝿シンポジウム㸾熊本の実⾜委員として参加 

㸦3)多文化共生のまちづくりに㈨する場つくり、研✲、教⫱、啓発事業 

ア㸧教⫱現場との㐃携 

  ①大学・㧗校・中学・小学校・研✲⪅(国内外) 

形態 大学・研✲⪅(国内外) 

インターン受け入れ 神戸学㝔大学、京㒔外国ㄒ大学、ソウル女子大学校、㛗田中学ベトナム人

中学生トライやる week 

ㅮ⩏(㠀常勤ㅮ師) 神戸ぶ和女子大学、神戸常盤大学、神戸大学、兵庫県❧大学、神戸学㝔

大、兵庫㧗校 

㛵す学㝔大学・㱟㇂大学・神戸市❧だいち小学校(教⫋員) 

研修/フィールドワ

ーク 

JICA中南⡿、JICA ブラジル㜵災、ムバンチョンビンラチャパット大学・

ソウル大学、東北大学、大㜰市大、神戸大学、PHD 協会 

 

イ) 企業との㐃携 

NPO 広報力向上委員会「伝えるコツ」委員会委員 

ウ) ⮬主勉強会 

場つくり ワンコイン番⤌  

⮬主勉強会 
YouTube㓄信ㅮ⩦会 

㜵災ワーキンググループ・ⴭ作権・個人情報保ㆤ・ポリティアカルコネクトなど 

⁂理事や crewがㅮ師となって、勉強会や知恵共有を⾜った。 

Ⅱ⟶理・㐠営 

(1) 団体の㐠営体制 

 

 

                              

                             

 

 

 

 

神戸・㛗田の日本事務所とインドネシア・ジョグジャカルタ事務所は日常的に What'sup で⧅がって

いる。海外事業担当⪅が帰国時に情報共有のため会ィ担当も共に事務局会㆟、コミュニティメディア

事業における全体的な共有 Crew㹋㹒㹅、番⤌や広報について月一回の番⤌ MTG。⟶理㒊㛛の⤒㈝は、

TCC・ஏ域 

ཀྵ事 

CrewＭＴＧ 
൬ૌＭＴＧ 

事
ແ
局 

 ソロ 

AMARC 
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2017 年公ㄆ会ィ士の監査の上、案分で㈇担。海外事業も国内事業も、⦆やかに⧅がりつつ、国内外の 

知ぢを⼥合させ、FMYYがその最初から求めている「ㄡもが住みやすい社会構⠏」を目指している。 

 

 出勤と会㆟ 日本事務所 会ィ 海外 Crew ィ 

FMYY事務局 火・木・土 㔠・⥴方 古寺 日比㔝・中川  5 

番⤌ MTG ➨ 3火曜日 㔠・⥴方   佃・宮本・河㔝・工⸨・太田 

番⤌制作⪅は参加可⬟。 

7 

CrewMTG ➨ 1土曜 㔠・⥴方   FMYY会員は参加可⬟  

理事 㐺宜 大川・㔠・⥴方・日比㔝・㛗㇂㒊・大坪・大城・橋爪・李 9 

監事 年度末 森㷂・㧗 2 

会ィ 火・木 古寺 1 

正会員  大川・㔠・⥴方・日比㔝・㛗㇂㒊・大坪・橋爪・李・㧗松・森㷂・佃 

神田・吉富・㔠山(勉)・小川・中村・中嶋・和田・松浦・吉㔝・㛵本 

大城ロクサナ・坂田・㔝田北ふるさとネット 

24 

㈶助会員   23 

一⯡会員   125 

CrewML   73 

NEWS㉎ㄞ⪅   344 

㜵災㐃⤡⥙ LINE  24 

 

(2) 2017 年度決⟬・ 

別⣬参照 2017年度の決⟬も添付。合わせてご確ㄆください。 

 

(3) ファンドレイジング 

個人寄付㸸FMYYの名前で大学のㅮ⩏、イベント司会、フィールドワーク対応などの事業を⾜った場合 

   2割を FMYY 会ィに個人寄付として入れる。 

一⯡寄付㸸上グとは別の寄付。 

使㏵指定寄付㸸使㏵を指定しての寄付。 

 

 (4) アカウンタビリティセルフチェック㸻ASC 

JANIC(下グ URLを参照。国㝿協力 NGOセンター)よるセルフチェックを受け、そのㄆドマー

クを 2018年 6月に取得した。このㄆドは NGO/NPO としての信㢗のお墨付きであり、FMYY の

いろんな広報ツール(チラシ、名刺など)に活用することで力としていきたい。 

http://link.janic.org/more/accountability/selfcheck/ 

 

◆2018 年度 ⥲会㛤催 

日 時㸸2018年 6月 16日㸦土㸧14 時から 15時半まで 

場 所㸸カトリックたかとり教会 会㆟室㸦神戸市㛗田区海㐠町 3-3-8㸧 
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◆2018 年度 理事会 

2018年 4月 3日㸦火㸧18 時半から 20時半、TCC㸰㝵会㆟室 

2018年 6月 5日㸦火㸧18 時から 20 時半、TCC㸰㝵会㆟室 

2018年 7月 10日㸦火㸧13時半から 14時、TCC㸰㝵会㆟室 

2018年 12 月 6日㸦火㸧14時から 15時半、TCC㸰㝵会㆟室 

 

◆2018 年度 事務局体制 

日本事務所㸸㔠・⥴方・(大川産休) 

インドネシア事務所㸸日比㔝・中川・岡戸 

会ィ㸸古寺 

 



(円)
科目
CD

科目 予算額 決算額 予算残額 執行率(%)

正会員受取会㈝ 132,000 132,000 0 100
㈶助会員受取会㈝ 240,000 190,000 50,000 79.2
一⯡会員受取会㈝ 200,000 144,000 56,000 72

572,000 466,000 106,000 81.5

一⯡寄付㔠 100,000 118,400 -18,400 118.4
使㏵指定寄付㔠 500,000 540,717 -40,717 108.1
個人寄付 150,000 36,000 114,000 24

750,000 695,117 54,883 92.7

受取民㛫助成㔠

㼫㻙㼫住友䝂䝮工業 246,000 246,000 0 100
246,000 246,000 0 100

䝁䝭䝳䝙䝔䜱䝯䝕䜱䜰事業収益

㼫㻙㼫受ク料 1,288,800 1,905,280 -616,480 147.8
㼫㻙㼫放㏦料 1,500,000 901,027 598,973 60.1
㼫㻙㼫㻝䝁䜲䞁番組 100,000 91,940 8,060 91.9
㼫㻙㼫書籍 0 1,500 -1,500 0
䜲䝧䞁䝖企画䞉㐠営事業収益

㼫㻙㼫受ク料 440,000 475,640 -35,640 108.1
㼫㻙㼫ㅰ礼 0 10,000 -10,000 0
䝁䞁䝔䞁䝒企画䞉㐠営事業収益

㼫㻙㼫受ク料 0 379,200 -379,200 0
㼫㻙㼫ㅰ礼 300,000 251,100 48,900 83.7
緊急支援事業収益 0 5,610,335 -5,610,335 0
復旧䞉復⯆事業収益 0 368,823 -368,823 0
研究䞉教⫱䞉啓発事業収益

㼫㻙㼫受ク料 350,000 267,200 82,800 76.3
㼫㻙㼫ㅰ礼 50,000 10,000 40,000 20
㼫㻙㼫䠠䠲䠠 0 2,000 -2,000 0
物品㈍売事業収益

㼫㻙㼫機材 0 5,000 -5,000 0
㻶㻵㻯㻭㜵災䝥䝻䝆䜵䜽䝖収益

㼫㻙㼫受ク料 18,144,000 16,299,000 1,845,000 89.8
22,172,800 26,578,045 -4,405,245 119.9

受取利息 3,000 2,645 355 88.2
㞧収益 1,000 1,000 0 100

4,000 3,645 355 91.1
23,744,800 27,988,807 -4,244,007 117.9

給料手当 6,875,000 7,418,825 -543,825 107.9
法定福利㈝ 0 1,069,987 -1,069,987 0
㏻勤交㏻㈝ 0 143,160 -143,160 0

6,875,000 8,631,972 -1,756,972 125.6

ㅖㅰ㔠 190,000 453,574 -263,574 238.7
移動㈝䠄䠦䠥䠟䠝䠅 0 300,937 -300,937 0
旅㈝交㏻㈝ 137,000 259,740 -122,740 189.6

䛆人件㈝ィ䛇

䛆䛭䛾他㈝用䛇

䛆人件㈝䛇

㼫㼫事業収益ィ

䛭䛾他収益

㼫㼫䛭䛾他収益ィ

㼫㼫経常収益合ィ

㼫㻔㻞㻕経常㈝用
㼫事業㈝

受取寄付㔠

㼫㼫受取寄付㔠ィ

受取助成㔠等

㼫㼫受取助成㔠等ィ

事業収益

㻞㻜㻝㻤年度䚷活動計算書䠄予算対比䠅

2018年04月01日～2019年03月31日(配賦)

特定非営利活動法人䚷䜶䝣䜶䝮䜟䛔䜟䛔䚷特定非営利活動䛻係䜛事業䛾会計

㼫㻝㻚経常増減䛾㒊
㼫㻔㻝㻕経常収益
受取会㈝

㼫㼫受取会㈝ィ



(円)
科目
CD

科目 予算額 決算額 予算残額 執行率(%)

㻞㻜㻝㻤年度䚷活動計算書䠄予算対比䠅

2018年04月01日～2019年03月31日(配賦)

特定非営利活動法人䚷䜶䝣䜶䝮䜟䛔䜟䛔䚷特定非営利活動䛻係䜛事業䛾会計

⯟空㈝䠄䠦䠥䠟䠝䠅 958,000 725,049 232,951 75.7
䛭䛾他旅㈝㻔䠦䠥䠟䠝㻕 1,086,000 983,882 102,118 90.6
会㆟㈝ 177,000 123,694 53,306 69.9
施タ使用料 0 8,400 -8,400 0
䝛䝑䝖放㏦㈝ 100,000 100,440 -440 100.4
㏻信㐠搬㈝ 113,000 190,379 -77,379 168.5
消耗品㈝ 324,000 147,808 176,192 45.6
海外活動ㅖ㈝ 5,477,000 4,524,694 952,306 82.6
印刷〇本㈝ 35,900 143,679 -107,779 400.2
修繕㈝ 0 21,000 -21,000 0
䝺䞁䝍䝹料 0 34,375 -34,375 0
国内活動業務㈝ 1,112,000 451,311 660,689 40.6
受入ㅖ㈝ 0 460,531 -460,531 0
㛫接経㈝ 2,636,000 523,398 2,112,602 19.9
保㝤料 25,000 246,250 -221,250 985
水㐨光熱㈝ 595,000 654,749 -59,749 110
外㒊ㄪ査㈝ 0 509,896 -509,896 0
外注㈝ 0 120,000 -120,000 0
委ク㈝ 1,700,000 1,541,442 158,558 90.7
ㅖ会㈝ 0 58,819 -58,819 0
支払手数料 3,000 24,731 -21,731 824.4
租税公ㄢ 0 10,200 -10,200 0
支払寄付㔠 0 22,500 -22,500 0
㞧㈝ 0 7,002 -7,002 0
減価償却㈝ 700,000 682,295 17,705 97.5
直接事業㈝ 0 2,617,976 -2,617,976 0
渡⯟㈝ 0 723,578 -723,578 0
現地事業管理䞉㐠営㈝ 0 747,889 -747,889 0
本㒊事業実施経㈝ 0 231,232 -231,232 0

15,368,900 17,651,450 -2,282,550 114.9

22,243,900 26,283,422 -4,039,522 118.2

給料手当 0 336,168 -336,168 0

0 336,168 -336,168 0

ㅖㅰ㔠 0 8,000 -8,000 0
旅㈝交㏻㈝ 30,000 13,980 16,020 46.6
会㆟㈝ 7,000 64,073 -57,073 915.3
㏻信㐠搬㈝ 15,000 21,646 -6,646 144.3
広告宣伝㈝ 10,000 25,850 -15,850 258.5
消耗品㈝ 4,000 2,809 1,191 70.2
印刷〇本㈝ 3,500 6,080 -2,580 173.7
修繕㈝ 4,000 3,400 600 85
保㝤料 3,500 0 3,500 0
水㐨光熱㈝ 92,000 86,053 5,947 93.5
㢳問料 100,000 100,000 0 100
委ク㈝ 170,000 168,000 2,000 98.8
ㅖ会㈝ 140,000 130,000 10,000 92.9
支払手数料 55,000 18,062 36,938 32.8
租税公ㄢ 3,500 10,250 -6,750 292.9
支払寄付㔠 10,000 119,000 -109,000 1190
㞧㈝ 5,000 18,059 -13,059 361.2

䛆䛭䛾他㈝用ィ䛇

㼫㼫事業㈝ィ

㼫管理㈝

䛆人件㈝䛇

䛆人件㈝ィ䛇

䛆䛭䛾他㈝用䛇



(円)
科目
CD

科目 予算額 決算額 予算残額 執行率(%)

㻞㻜㻝㻤年度䚷活動計算書䠄予算対比䠅

2018年04月01日～2019年03月31日(配賦)

特定非営利活動法人䚷䜶䝣䜶䝮䜟䛔䜟䛔䚷特定非営利活動䛻係䜛事業䛾会計

652,500 795,262 -142,762 121.9

652,500 1,131,430 -478,930 173.4
22,896,400 27,414,852 -4,518,452 119.7
848,400 573,955 274,445 67.7

0 0 0 0

㐣年度損益修正損 0 101,000 -101,000 0
0 101,000 -101,000 0

848,400 472,955 375,445 55.7
法人税䚸住民税及䜃事業税 72,000 72,000 0 100

776,400 400,955 375,445 51.6
2,043,376 2,043,376 0 100
2,819,776 2,444,331 375,445 86.7

㼫当期正味㈈産増減㢠

㼫前期繰㉺正味㈈産㢠

㼫次期繰㉺正味㈈産㢠

㼫㻞㻚経常外増減䛾㒊
㼫㻔㻝㻕経常外収益

㼫㼫経常外収益合ィ

㼫㻔㻞㻕経常外㈝用

㼫㼫経常外㈝用合ィ

㼫税引前当期正味㈈産増減㢠

㼫当期経常増減㢠

䛆䛭䛾他㈝用ィ䛇

㼫㼫管理㈝ィ

㼫㼫経常㈝用合ィ



550,953

23,040

7,272,202

1,022,383

8,868,578

1

1,053,711

114,984

1,168,696

10,037,274

2,483,018

72,000

112,480

165,445

50,000

2,882,943

4,710,000

4,710,000

7,592,943

2,043,376

400,955

2,444,331

10,037,274㈇債及びṇ味㈈⏘合ィ

固定㈇債合ィ

㈇債合ィ

正味㈈⏘䛾㒊

前期⧞㉺正味㈈⏘

当期正味㈈⏘増ῶ㢠

ṇ味㈈⏘合ィ

㡸䜚㔠

仮受㔠

流動㈇債合ィ

固定㈇債

㛗期借入㔠

㈇債䛾㒊

流動㈇債

未払㔠

未払法人⛯➼

前受㔠

㈨⏘合ィ

流動㈨⏘

⌧㔠

当座㡸㔠

普㏻㡸㔠

未収㔠

流動㈨⏘合ィ

固定㈨⏘

建≀付属タ備

什器備品

㟁ヰ加入権

固定㈨⏘合ィ

㈨⏘䛾㒊

2018年度　貸借対照表

2019年3᭶31᪥⌧在

特定非営利活動法人　エ䝣エ䝮わいわい　特定非営利活動に係る事業の会計

(円)

⛉　　┠ 㔠　　㢠



摘　　せ

550,953

17,473

78,586

10,000

33,420

222,392

189,082

23,040

23,040

7,272,202

2,533,303

1,657,803

1,660,929

156,268

50,000

62,236

1,151,663

1,022,383

41,760

978,623

2,000

8,868,578

1

1,053,711

114,984

1,168,696

10,037,274

2,483,018

1,150,920

801,886

530,212

72,000

未払㔠

㻙㻙給料

㻙㻙䛭䛾他ㅖ経㈝

㻙㻙受ク料

未払法人税等

流動㈇債

㻙㻙放㏦料

㻙㻙受ク料

㻙㻙会㈝

流動㈨産合計

固定㈨産

建物付属タ備

什器備品

㟁ヰ加入権

固定㈨産合計

㈨⏘合ィ

㈇債䛾㒊

未収㔠

㻙㻙䜲䞁䝗䝛䝅䜰現㔠䠎

当座㡸㔠

㻙㻙㒑便振替口座

普㏻㡸㔠

㻙㻙三菱㼁㻲㻶㖟行

㻙㻙䜖䛖䛱䜗㖟行䠄一般㻕

㻙㻙䜖䛖䛱䜗㖟行䠄㻶㻵㻯㻭䠅

㻙㻙䜏䛺䛸㖟行

㻙㻙䜖䛖䛱䜗㖟行䠄䠦䠬䠢䠎䠅

㻙㻙䜲䞁䝗䝛䝅䜰民衆㖟行
䠄㻮㻾㻵䠍䠅

㻙㻙䜲䞁䝗䝛䝅䜰国営㖟行
(BNI)

㻙㻙䜲䞁䝗䝛䝅䜰現㔠

2018年度　特定非営利活動に係る事業の会計　財産目録

2019年3᭶31日⌧在

特定非営利活動法人　エフエ䝮わいわい
(円)

⛉　　┠ 㔠　　㢠

㈨産䛾㒊

流動㈨産

現㔠

㻙㻙小口現㔠

㻙㻙小口䠍䠄㔠䠅

㻙㻙小口䠎䠄大䠅

㻙㻙䝨䜲䝟䝹



摘　　せ

2018年度　特定非営利活動に係る事業の会計　財産目録

2019年3᭶31日⌧在

特定非営利活動法人　エフエ䝮わいわい
(円)

⛉　　┠ 㔠　　㢠

112,480

165,445

63,477

2,158

9,900

89,910

50,000

2,882,943

4,710,000

4,710,000

7,592,943

2,444,331

㈇債合ィ

ṇ味㈈⏘合ィ

流動㈇債合計

固定㈇債

㛗期借入㔠

固定㈇債合計

仮受㔠

前受㔠

㡸䜚㔠

㻙㻙源泉所得税䠄給与䠅

㻙㻙源泉所得税䠄ㅰ㔠䠅

㻙㻙住民税

㻙㻙社会保㝤料


